
　
担
い
手
と
受
け
手
の
関
係

を
超
え
て
地
域
住
民
が
「
我

が
事
」
と
し
て
参
画
し
、
人

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超

え
て
「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る

地
域
づ
く
り
を
構
築
し
て
い

く
「
地
域
共
生
社
会
」
。

　
　
地
域
福
祉
計
画
に
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
進
め

る
」
と
あ
る
。

　
地
域
共
生
社
会
と
の
関
連
。

　
　

地
域
を
支
援
す
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
」
の
位
置
づ
け
は
、

地
域
共
生
社
会
を
推
進
す
る

う
え
で
も
、
同
様
な
意
味
合

い
を
持
つ
も
の
と
考
え
る
。

　
　
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

な
対
応
を
し
て
い
く
た
め
に

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
正
規

職
員
の
増
員
と
教
育
が
必
要
。

　
　

県
社
会
福
祉
協
議
会
主

催
の
研
修
会
に
参
加
す
る
こ

と
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
る
。

 

ま
た
、
今
ま
で
の
実
績
を

基
に
、
地
域
に
根
付
い
た
社

会
福
祉
協
議
会
の
利
点
を
活

か
し
、
福
祉
関
連
事
業
の
事

業
委
託
を
受
注
す
る
な
ど
し

て
、
人
員
体
制
を
整
え
、
地

域
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

　
賞
味
期
限
が
迫
り
家
庭
で

余
っ
た
食
品
を
持
ち
よ
り
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
な
ど
と
提
携

し
て
食
品
を
必
要
と
し
て
い

る
生
活
困
窮
者
の
方
な
ど
へ

届
け
る
活
動
を
「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」
と
い
う
。

　
本
町
で
も
フ
ー
ド
バ
ン
ク

か
ら
無
償
提
供
の
食
糧
利
用

を
受
け
て
い
る
方
が
あ
る
。

　
　

　
　
３
年
間
の
フ
ー
ド
バ
ン

ク
の
活
用
状
況
。

　
　

町
で
の
活
用
は
な
い
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
今
年
度

か
ら
「
N
P
O
法
人
セ
カ

ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
名
古
屋
」

と
協
定
を
結
び
、
こ
れ
ま
で

８
件
の
活
用
が
あ
っ
た
。

　
　
生
活
困
窮
者
支
援
と
食

品
ロ
ス
削
減
を
同
時
に
可
能

に
す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
提

携
し
、
本
町
で
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
活
動
支
援
を
行
う
考
え
。

　
　

活
動
支
援
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

問答

問答

問答

問答

「我が事・丸ごと」
社会福祉協議会の利点を活かす

都築　清子  議員
(公明党)

現
在
は
実
施
す
る
考
え
無
し

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
活
動
支
援
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